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内容の要旨および審査の結果の要旨

新生児期の免疫グロブリン産生は極めて不良であり,またその産生は殆どが19Ｍに限られている｡CD4＋

T細胞のうち，CD45RO抗原陽性のメモリーＴ細胞がＢ細胞のクラススッチを促し，免疫グロブリン産生

を誘導する強い活性をもつが，新生児CD4T細胞の殆どはCD45RO抗原の発現を欠くナイーブＴ細胞で

ある。また，新生児期Ｂ細胞の多くは表面に19ＭとlgDを同時に発現したナイーブ形質を示すが，加令と

ともに表面lgDを失い，１９Ｍのみを発現したメモリー形質を狸得する。

著者は成人末梢血のCD4+メモリーＴ細胞をさらにＬ－セレクチン陽性，陰性の亜群に分画し，それぞ

れの亜群を新生児Ｂ細胞，成人表面lgD+未熟Ｂ細胞，成人表面lgD~成熟Ｂ細胞に添加，ＰＷＭ刺激培養

系におけるＢ細胞のクラススイッチ，免疫グロブリン産生細胞への分化誘導に及ぼす影響を検討し，以下

の成績を得た。

１．メモリーCD4+細胞はＬ－セレクチン発現の有無により，Ｌ－セレクチン陰性〆陽性の亜群に大別で

きる。成人は末梢血メモリーCD4T細胞，Ｌ－セレクチン陰性細胞の比率は約30％，乳児期メモリーＣＤ

４Ｔ細胞では10％以下で，メモリーCD4+細胞中のＬ－セレクチン陰性細胞の比率は加令とともに増加し

た。

２．Ｌ－セレクチン陰性メモリーCD4+T細胞は，成人末梢血の表面lgD~成熟Ｂ細胞の免疫グロブリン産

生に強いヘルパー活性を示した。一方，表面lgD+未熟Ｂ細胞の19Ｍを主とする免疫グロブリン産生は，

Ｌ－セレクチン陽性メモリーCD4+細胞により，より強く促進された。

３．新生児Ｂ細胞の免疫グロブリン産生は，成人Ｌ－セレクチン陰性メモリーＣＤ４Ｔ細胞の存在では不

良で，１９Ｍ産生を主とし，ｌｇｑｌｇＡは殆ど産生されない。一方，Ｌ－セレクチン陽性メモリーＣＤ4+細胞

存在下では，成人未熟Ｂ細胞と同様，19ＭのみならずlgQlgAの産生も著しく増強された。

以上の成績は，新生児Ｂ細胞や成人未熟Ｂ細胞のクラススイッチの誘導，免疫グロブリン産生にはメモ

リーCD4T細胞のうちＬ－セレクチン陽性亜群の関与が大きいこと，逆に，成人成熟Ｂ細胞の免疫グロ

ブリン産生のヘルプはＬ－セレクチン陰性亜群の働きに負うことが大きいことをみいだし，新生児期のＴ，

Ｂ細胞の機能的な特徴のみならず，Ｂ細胞クラススイッチにかかわるメモリーＯＤ４Ｔ細胞亜群の新たな

役割を明らかにしたものと評価された。
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